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１１月２８日、愛知県稲沢市内において貨物鉄産労青年

部第３１回中央委員会が開催され、今後の活動方針が満

場一致で承認されました。 
当日は、コロナ感染対策を万全にし、リモートでの参加

も含め全国から青年部員が集まり、議長に東海地区本部

石塚委員を選出し、委員会を代表して挨拶に立った鈴木

青年部長は、「日頃より青年部活動にご理解ご協力を賜

り感謝申し上げる。コロナが収束しているように見える

が、まだまだ油断は禁物であり、感染予防は今後もしっ

かりと行ってほしい。一つ間違えれば重大労災につなが

る労災が度々発生しており、輸送障害が起きやすい冬季に入るが、安全安定輸送に努めて頂きたい。

組織課題については、言うまでもないが青年部の仲間が意識を持って取り組んでいかなければなら

ない。今後もＪＲ連合と共にあらゆる課題を解決していくよう取り組んでいくためご協力をお願い

したい」と述べられ、来賓のＪＲ連合青年女性委員会三浦事務長からは「ＪＲ連合青年女性委員会

の活動は横の繋がりを大切にしており、常に、『明るく・楽しく・元気よく』を合言葉に活動してい

る。１２月よりユースラリー実行委員会を立ち上げるが、積極的な参画をお願いしたい。コロナの

影響でＪＲ各社は大変厳しい状況であり、何としてもこの状況を打破していき、引き続きＪＲ連合

青年女性委員会の諸活動にご理解ご協力をよろしくお願いしたい」と述べられました。続いて、本

部辻村書記長からは、ＪＲ貨物の現状・評価制度・年末手当結果・２０２２春闘・政策課題・政治対

策・安全課題等について説明があり、質疑応答では、年末手当結果・労働条件の向上・評価制度・女

性の働く環境改善・組織課題等が出され、女性が働く環境改善については待ったなしの問題であり、

早期に取り組んでいくこととしました。役員改選後、委員会宣言案を読み上げ、最後に鈴木青年部

長による「団結ガンバロー」で閉会しました。 
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